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繋げよう！変化からインパクトへ

厚木県央ロータリークラブ



我がクラブが国際奉仕を始めたきっかけ。
・クラブ創立以来、横浜ベイスターズの選手を招いて野球教室を開
催してきたが、毎年開催する事でマンネリ状況となっていた。
（初めは内川選手なども参加してくれたが回を重ね選手も？）

・クラブの奉仕活動だが窓口である会員に一任状態で、またクラブ
財政的に負担も大きい状況になっていた。

・創立２０周年を機に変化を求めて会員参加で、選手や子供達と共
にゲーム形式の野球教室を開催。そしてそれまで窓口となってこら
れた会員に理解を頂き一回ピリオドを打つ事になった。ただ継続的
事業を止めるのは結構大変です。（変化から～）

・新たなプロジェクトを始めるにあたり、余り他のクラブが実施し
ていない国際奉仕の活動に挑戦する事とした。（インパクトへ）



アトラクション
スピードガンコンテスト

アトラクション ストライクナイン

少年野球教室を検証する見学 県央RCメンバーが主体的に参加



創立２１年目からラオ・フレンズ小児
病院医療支援のプロジェクトを開始！

・運営するNPO法人フレンズ・ウィズ・
アウト・オブ・ボーダー・JAPANを通して
の支援活動。代表の赤尾和美氏は同病院の
訪問看護部長を兼ねる。そしてカンボジアのシェムリアップにて同様
の病院を開院、約１０年をかけて現地スタッフを育成し病院の施設と
運営すべてを現地に無償譲渡。新たにラオスにて展開した病院。
・同病院は東南アジア最貧国ラオス北部の都市ルアンパバーンの県立
病院（中国支援）の一角にあり、県立病院から独立した運営の無償で
子供達の診療を行っている病院。

既に譲渡したアンコール小児病院にて



本格活動が始まった支援2年目のテーマ
「ラオスの子供たちに笑顔を届けるプロジェクト」

昨年に引続き国際奉仕プロジェクトとしての事業の展開を図る。
昨年訪問したラオフレンズ小児病院についてより深く理解する。
支援物資「点滴用シリンジ」入手の為の支援。
昔の日本の子供たちの遊びを通しラオスの子供たちに笑顔を届ける。
プロジェクトを通し病院スタッフとの交流を図る。
NPO法人や病院スタッフから病院、診療についての現状や課題に
ついて見聞する。

今後の補助金事業としての対象となる活動としての検討

「厚木県央ロータリー ラオス支援 タスクフォース AKR L TF」



令和２年 (2020年）2月2０日成田空
港にて（因みに2と０ばかり）10日後に
コロナでロックダウンぎりぎりで訪問
出来ました）

ラオスに向け「AKR L TF 」
当初9人が参加予定でしたが、コロナの

影響で残念ながら、4人の会員が断念せざ
るをえず、5人でルバンパバーンに向かう
事となりました。

成田空港にて ルアンバパーン空港



「AKR L TF」ラオ・フレンズ小児病院到着

「子供たちに笑顔を届けるプロジェクト」和田委員長発案の
日本の縁日が受け容れてもらえるか少々不安ですがいよいよ
本番です。まずは縁日の景品と千羽鶴を運びます。
この様な機会がなければ、間違いなくラオスを訪問する事

などなかっただろうと考えると不思議な感慨が込み上げます。



目 録 贈 呈
今年度の支援の目録と先日の例会で会員全員

が折った千羽鶴を赤尾さんに井会長より贈呈。

目録、千羽鶴、ミッションで使
用する輪投げセットと景品。

第2回訪問 「ラオスの子供達に笑顔を
届けるプロジェクト」。ただ、ラオス
の子供達の反応は今一だった。今後の
課題を考え次回に備える事とした。



第３回訪問「ラオスの
子供達に笑顔を届ける
プロジェクト」
第２弾。

前回の反省に基づき、
単純な日本の昔の遊び
を実施！

大
成
功
で
大
変
好
評
で
し
た
。





第４回訪問 ラオ・フレンズ小児病院
開設１０周年に招待されました。



支援前の農場の様子
敷地はかなり広い（2反程度）のですが、

すべて人力作業で農機具の機械化はまった
くなされていないので、作物を耕作してあ
る場所は農園の一部しか使い切れていませ
ん。そしてご覧の通り土壌が非常に悪く、
また雨季や乾季のといった地域的な条件も
あり、農作業はかなり過酷な状況でした。

土壌も非常に硬く、２~３坪ほど
の土地を人力で耕すのに２日は
掛かるとの事で、効率も非常に悪
く収穫量も土地の大きさに比べ
少ないようです。



現
状
の
散
水
状
況

更なる院内農園の問題点

写真でご覧の通り農園では現在、作物
への散水は3ヶ所のタンクに溜めた水を
ジョウロで汲んで撒いています。熱帯か
ら亜熱帯に属するラオスでは、この程度
の散水方法では、作物の歩留まりもかな
り低いのではと考え、赤尾さんに聞いた
ところやはりその様な状況だそうです。
そこでその対策を検討する事と致しまし
た。

見ての通り大きいですが状況は
家庭菜園に毛が生えた様な畑です。



こんな感じで使うようです。
日本の畑では崩れてしまいますね。

院内農園の現状と機械

アースドリルみたいな物ですかね。

こ
の
穴
掘
り
用
ド
リ
ル
が
唯
一
の
機
械

こんな状況なので耕運機による機械化を提案したが最初は要らないと
言われてしまった。何と彼等は耕運機自体を知らなかったようです。



中国製の耕運機と
草刈り機も到着

数日後、耕運機を調べたようで是非、寄贈をお願い
したいとの申し出があり、日本製のホンダの中古耕
運機と中国製の新品の耕運機と草刈り機を調達した。

ホンダ製の中古耕運機

当初、日本から新品の耕運機を持参する予定
だったが、現地調達したため予算に余裕が生
まれた。そこで懸案である畑への散水設備を
設ける計画を立て実施した。



散水設備の施工を開始 ステンレス製の給水用タンクの設置

このタンクで3,000L貯水できます。

これは加圧ポンプです。

水道とは違い、ただタンクから水
を出すだけでは、水が噴き出しませ
んので圧力をかけます。その為のポ
ンプです。点検や故障の時の為に、
前後の配管にバルブを取付けます。

作業用の現地での施工図

元の図面は日本で作成。現地で施工
図化ちょっとアニメっぽく寸法入っ
ていないのが日本との違いですかね。



竣工した散水システム 竣
工
し
て
散
水
す
る
前
の
状
態

散 水 中
この散水システムの完成によって、院内農園

の収穫の歩留まりはかなり改善されるはずです。
またスタッフの労働環境の改善や、マンパワー
を医療行為に向ける事が出来るでしょう。



現在の院内農園の様子

この散水システムの費用は資材費しかかかって
いません。設置作業は電気工事も含めてすべてラ
オフレンズのスタッフ自身が施工いたしました。
ですから費用はタンク、ポンプまで含めて資材費
の10万円ちょっとしかかかっていません。

1年前の様子と比べると見違えるようです。

作業中の様子。耕運機で耕し、土の色を見る
と湿っている様なので散水もした後のようです。
1年前は畝と呼べる状態ではありませんでしたが
この写真ではしっかり畝があるのがわかります。



現在の院内農園
院内農園は県立病院の拡張の増築工事で元の場所から、小児
病院の隣接地に移転されました。かえって環境良くなり綺麗
に整備も行き届いて素晴らしい農園に成長しています。現在
は作物の収穫だけだはなく、来院患者への農業指導の場とし
ても活躍しています。１回の支援が何倍もの乗数効果を生ん
だ事業になったと実感しております。
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何と昨年１１月天皇陛下のお嬢
様、敬宮愛子内親王殿下が初めて
の海外御公務でラオスをご訪問。
その際に、わざわざラオ・フレン
ズ小児病院に足を運ばれ赤尾さん
が、病院内を赤尾さんご案内され
ました。

愛子様がご訪問
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